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１．はじめに

福井県坂井北部丘陵は福井県で唯一の大規模な畑作地帯であり坂井平野の北東部に位置

している。本丘陵地は国営坂井北部開拓建設事業（S46～S61）により約2,000haの水田、

畑等を受益地とする事業を実施し、主として関西地域に農作物を出荷する営農団地である。

本丘陵地は水源を一級河川九頭竜川とし、鳴鹿堰堤から導水し四ヶ分水工により分水し

た用水を、現場打ち鉄筋コンクリート製ボックスカルバートである新江導水路L=14.6kmに

より坂井北部丘陵揚水機場に導水し、その後各受益地へ安定的配水を行っている。

２．ストックマネジメント技術高度化事業の実施

１）趣 旨

ストックマネジメント技術高度化事業は平成２０年度に制度化されたもので、国営造成

施設の長寿命化を図るため、施設の診断手法、劣化予測、評価手法の確立及び対策工法の

有効性や耐久性の検証などの技術を現地での実践を通して確立し、ストックマネジメント

技術の高度化を図ることとしている。

新江導水路は、坂井北部丘陵地の水源（ 大約５m3/ｓ）を確保するための重要な基幹

的施設であり、造成後約４０年近くが経過し、近年、目地部からの漏水が農道に流出した

事故が２件発生したところである。このため本事業を活用して地下埋設のボックスカルバ

ート水路の目地補修対策工法について現地検証を行い、将来の保全計画の作成に資するこ

ととした。

２）試験工事内容

（１）本高度化事業の目的

経年変化に伴う老朽化等に起因して目地部より漏水が発生しているボックス水路

の補修対策は幾つかの工法が開発されている。その様な中、本地区における補修対

策として望ましい対策工法を現場検証（評価）により、検証したいと考えている。

なお、本地区の評価スケジュールは以下のとおり予定している。

Ａ事前評価→Ｂ施工時評価→Ｃモニタリング評価の順序で行い、 終的な評価はモ

ニタリング結果を基に行う。

Ａ事前評価：製品に対するメーカーからの聞き取り等により、施工前段階で評価

項目に分類し評価する。

評価項目：止水性・付着性・変形追従性・施工性・耐久性・維持管理・経済性

Ｂ施工時評価：各工法の施工状況、仕上がり状況他

評価項目：止水性・付着性・変形追従性・施工性（施工体制、仮設、施工環境他）

Ｃモニタリング時評価：施工後供用開始した各工法の状況

評価項目：止水性・付着性・変形追従性・維持管理・耐久性・経済性
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（２）施工状況（施工時評価）

○施工条件

［目地部からの漏水］・目地部より外水が流入しており、漏水を確認。

・地下水の位置：ボックス水路外部

・ボックス断面：ｈ：１．９ｍ×ｂ：１．９ｍ

・各工法、目地部漏水箇所を実施。

・各工法の施工が競合。・換気、出入り口等は１箇所の人孔管

φ６００のみ。・導水路内の完全止水が出来ず各工区水替え必要等。

［各工法の施工後の状況］

○施工時の評価

各工法の施工時における概略の評価結果としては、以下のとおり。

（３）モニタリング及び評価

モニタリングは約１年後に行う。本対策工法の評価として重要なポイントは、

止水性と耐久性であることから、止水性については漏水の有無を確認。耐久性は

目視の他、引張り強度をﾃｽﾄﾋﾟｰｽで確認（建研式試験1.0N/mm2）。

［ﾃｽﾄﾋﾟｰｽ配置図］ 耐久性として摩耗状況は触手等により確認。

以上のモニタリング調査を実施し、その結果を基に、次

回のモニタリング時期並びに調査手法を検討するととも

に、 終的な評価をとりまとめる。

※ﾃｽﾄﾋﾟｰｽ位置は、低水位、高水位の状況等を加味し、

6箇所設置。

３）まとめ

本調査により各種工法の中で本施設の補修工法として適合した工法を求めることとし

ているものであり、施工時までの評価は行ったが、数カ年のモニタリングを実施した上

で、本施設はもとよりボックスカルバート水路の目地補強対策工法としての、チェッ

ク手法や評価手法等について求めていきたいと考えている。

引用文献 農林水産省関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所保全対策センター：農業水利施設ストックマネジメントマニ

ュアル ［共通編］［工種別編］［参考資料編］平成１９年３月
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